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  〔日本の人口ピラミッド〕
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２０２２ ２０２３ ２０２５ ２０３０ ２０３５ ２０４０ ２０４５ ２０５０

7,975 8,045 8,192 8,546 8,879 9,188 9,468 9,709

アジア 4,723 4,753 4,816 4,959 5,079 5,176 5,249 5,293

北アメリカ 377 379 383 393 403 411 417 421

南アメリカ 660 665 675 698 717 732 743 749

ヨーロッパ 744 742 741 737 730 723 714 703

アフリカ 1,427 1,460 1,530 1,711 1,899 2,093 2,290 2,485

オセアニア 45 46 47 49 52 54 56 58

16.0 15.9 15.6 15.0 14.4 13.9 13.5 13.0

84.0 84.1 84.4 85.0 85.6 86.1 86.5 87.0

　　　　　　年
項目

世界合計
（100万人）

先進国（%）

開発途上国（%）

  〔世界人口の推移〕

  上記は世界人口の推移について表したものである。

   ２０２３年における世界人口は、８０億４,５００万人であり、世界人口は今後も増え続け、

２０４０年で９１億８,８００万人、２０５０年で９７億０,９００万人と予測される。

  先進国と開発途上国の比率は、２０２３年で１５.９％：８４.１％、２０４０年で１３.９％：

８６.１％、２０５０年で１３.０％：８７.０％となっている。
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  (４)日本の仕向地別自動車輸出台数予測（２０５０年予測）

・上記は、２０２１～２０２３年の仕向地別自動車輸出実績と２０３０年，２０４０年，２０５

０年の仕向地別自動車輸出台数予測について表したものである。

・仕向地別輸出台数では、２０５０年では、北米，欧州，アジアの順と予測される。

・２０５０年時点での北米向け輸出台数は１９１万３,０００台と予測され、全輸出台数に占め

る比率も３８.４％を占めているものと予測される。

・以上が日本の仕向地別自動車輸出台数予測であり、今後も国内市場の大幅な伸びが期待でき

ない中、輸出台数を増やすことにより、国内生産台数を維持していく可能性が高いものと予

測される。

　　　　年
仕向地

２０２１ ２０２２ ２０２３
２０３０
（予測）

２０４０
（予測）

２０５０
（予測）

北 米 1,496 1,430 1,665 1,787 1,874 1,913

( 内 U.S.A.) (1,332) (1,284) (1,457) (1,578) (1,655) (1,689)

欧 州 589 555 817 796 829 847

ア ジ ア 611 597 529 737 770 786

中 近 東 346 425 545 436 467 477

大 洋 州 435 418 465 438 462 472

南 米 85 96 91 118 128 130

中 米 132 165 205 174 180 184

ア フ リ カ 115 119 111 154 159 162

そ の 他 8 9 11 8 8 8

合 計 3,817 3,814 4,439 4,648 4,877 4,979

（単位：千台）



Ⅱ．自動車の２０５０年の需要予測

24

（単位：千台，％）

2021 2022 2023
2030

(予測)

2040

(予測)

2050

(予測)

(乗用車) 伸長率 100.0 100.0 99.9 97.0 94.1 92.2

14,298 14,369 14,765 13,856 12,916 11,681

(トラック) 伸長率 100.0 100.5 103.3 96.9 90.3 81.7

218 213 209 204 194 175

(バス) 伸長率 100.0 97.7 95.9 93.6 89.0 80.3

76,680 76,740 77,067 74,340 71,606 69,193

伸長率 100.0 100.1 100.5 96.9 93.4 90.2

58,496 57,337

日本の自動車保有台数

日本の自動車保有台数

　　　　　　　　 年

項目

合計

日本の自動車保有台数 62,164 62,158 62,093 60,280

バス

乗用車

トラック

0

5,000

10,000

2021 2022 2023 2030

(予測)

2040

(予測)

2050

(予測)

（万台）

（年）

  (２)日本の自動車保有台数予測（２０５０年予測）

   ・２０２３年における日本の自動車保有台数は、約７,７０７万台（２０２３年６月末現在を

ベースに推計）であり、対前年比１００.４％となっている。

   ・２０４０年，２０５０年と日本の自動車保有台数は、若干の減少傾向と予測される。
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2021 2022 2023
2030

（予測）
2040

（予測）
2050

（予測）

市場規模（千台） 5,807 5,955 7,096 8,163 8,688 8,683

装着率（％） 74.0 76.0 78.0 88.3 96.0 98.0

四輪車生産台数（千台） 7,847 7,835 9,098 9,245 9,050 8,860

市場規模（千台） 5,347 6,096 7,250 9,334 11,610 14,288

装着率（％） 52.0 54.0 58.0 70.0 80.0 90.0

四輪車生産台数（千台） 10,282 11,289 12,500 13,334 14,512 15,875

市場規模（千台） 11,758 12,001 13,504 18,405 20,374 22,293

装着率（％） 72.0 74.0 76.0 85.0 92.0 95.0

四輪車生産台数（千台） 16,331 16,217 17,769 21,653 22,146 23,466

日
本

北
米

欧
州

   ４）主要装備（レーダーセンサー，レインセンサー）の装着率比較

    ①レーダーセンサー

＜弊社推定＞

    

    日本………・高級車，ＳＵＶ，ミニバンでの採用に加え、小型車，軽自動車クラスでの採用

も進展しており、２０２４年以降も更なる装着率アップの方向と予測される。

         ・ミリ波レーダー＋単眼カメラ，レーザーレーダー＋単眼カメラでの採用形態が

拡大していく方向となっている。

         ・１台当たり複数個採用の車種も拡大していく方向となっている。

    北米………・キャデラックＣＴ６には、車両各部に多くのレーダー，カメラ，超音波センサ

ーを搭載。応用システムとしては、アダプティブクルーズコントロール，フォ

ワードコリジョンアラート，フロント歩行者対応ブレーキ，レーンキープアシ

スト＆レーンディパーチャーウォーニング，サイドブラインドゾーンアラート，

リヤクロストラフィックアラート，リヤオートマチックブレーキ，レーンチェ

ンジアラートなどが挙げられる。

         ・キャデラックエスカレードには、車両各部に多くのレーダー，カメラ，超音波

センサーを搭載。応用システムとしては、アダプティブクルーズコントロール，

フォワードコリジョンアラート，フロント歩行者対応ブレーキ，レーンキープ

アシスト＆レーンディパーチャーウォーニング，サイドブラインドゾーンアラ

ート，レーンチェンジアラートなどが挙げられる。

    欧州………・ダイムラーのベンツ「Ｓクラス」が全面改良され、自動運転レベル３を２０２

１年後半に市場投入する。周辺監視用のセンサーとして、５個のミリ波レーダ

ー、１個のステレオカメラ、４個の単眼カメラ、１２個の超音波センサーを採

用している。また、レベル３向け車両には、ＬＩＤＡＲ（３次元レーザーレー

ダー）を追加する。

         ・ルノーでは、メガーヌＲ.Ｓ.にＳＤＷ（Ｓａｆｅｔｙ Ｄｉｓｔａｎｃｅ Ｗａ

ｒｎｉｎｇ）車間距離警報を採用している。ミリ波レーダーが前方車両との距

離を時間で表示（約２.５秒以下）し、危険と判断すると７インチフルカラーＴ

ＦＴメーターへの表示と音でドライバーに注意を促す。（作動速度：時速約３

０ｋｍ～約２００ｋｍ）

         ・ＶＷでは、ポロ，ゴルフ，ティグアン，シャラン，パサートヴァリアント，ア

ルテオン，Ｔ－Ｒｏｃなどにアダプティブクルーズコントロール（全車速追従

機能付）を採用している。高感度なレーダースキャンにより先行車を測定。あ

らかじめ設定されたスピードを上限に自動で加減速を行い、一定の車間距離を

維持する。
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    ③日本カーメーカーの海外生産台数予測（２０５０年予測）

    ・２０２３年における日本のカーメーカーの海外生産台数は、対前年比１０２.０％の１,７

３０万台と推定される。（２０２３年１～１０月をベースに推計）

    ・２０４０年、２０５０年と日本のカーメーカーによる海外生産台数は更なるアップの方向

と予測される。

    ・各カーメーカーでは、グローバルな事業展開を進めており、需要に応じた現地生産が重要

となっている。独自進出から合弁まで、様々な進出形態となっており、現地生産国も世界

各国の広範に及んでいる。

2021 2022 2023
2030

（予測）
2040

（予測）
2050

（予測）

16,462 16,961 17,300 20,423 26,722 29,395

伸長率 100.0 103.0 105.1 124.1 162.3 178.6

（単位：千台，％）

　　　　  年
項目

日 本 の 海 外
生 産 台 数

0

1,000

2,000

3,000

2021 2022 2023 2030

（予測）

2040

（予測）

2050

（予測）

（万台）

（年）
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（単位：台，％）

　　　　　年

車種
２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３

２０３０

（予測）

２０４０

（予測）

２０５０

（予測）

2,464,600 2,877,600 3,145,000 3,727,000 6,924,000 8,150,000 8,564,000

(30.5) (36.7) (40.1) (41.0) (74.9) (90.1) (96.7)

5,603,343 4,969,358 4,690,482 5,371,000 2,321,000 900,000 296,000

(69.5) (63.3) (59.9) (59.0) (25.1) (9.9) (3.3)

8,067,943 7,846,958 7,835,482 9,098,000 9,245,000 9,050,000 8,860,000

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

※電気自動車，燃料電池車，ハイブリッド車，ＰＨＶの合計

全電動化車両

上記以外

国内全生産

台数

※

   ２）全生産台数に占める電動化車両の割合（２０５０年予測）

   ・上記は全生産台数に占める全電動化車両の割合について表したものである。

   ・今後も全生産台数に占める全電動化車両の割合はアップの方向で推移し、２０２３年の  

４１.０％から２０５０年には９６.７％まで拡大しているものと予測される。

   ・ハイブリッド車については、従来からの参入組であるトヨタ，ホンダにおける新型ＨＶの投

入や、未参入組による新規参入が今後も進展していく方向。

   ・電気自動車については、日産自動車が先行している。リーフに続いて、２０１４年１０月か

らｅ－ＮＶ２００の販売を開始。今後は、インフィニティＬＥ，エントリーカータイプのＥ

Ｖへと品揃えを拡大していく方向となっている。また、トヨタでは、２０２０年１０月から

レクサス初のＥＶ市販モデル「ＵＸ３００ｅ」を日本で発売開始している。

   ・電気自動車の市場拡大に合わせて、急速充電器の設置台数増加と非接触給電技術の実用化へ

と向かうものと予測される。

   ・燃料電池車については、トヨタが２０１４年１２月からセダンタイプの燃料電池車「ＭＩＲ

ＡＩ」の発売を開始。低コスト化，水素ステーションの整備を背景に２０５０年に向けて市

場拡大と参入メーカーの増加、品揃えの拡大が進展していく方向となっている。

２０２３年 ２０４０年（予測） ２０５０年（予測）

41.0%

90.1%
96.7%
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（単位：ｋｇ，％）

２０２１ ２０２２ ２０２３
２０３０

（予測）

２０４０

（予測）

２０５０

（予測）

186 189 192 215 245 275

伸長率 100.0 101.6 103.2 115.6 131.7 147.8

　　　　　　　　年

項目

自動車１台当たりの

アルミニウム使用量

９．材料

  (１)アルミ化の動向

   １）自動車１台当たりのアルミニウム使用量推移（２０５０年予測）

    ・エンジンのシリンダブロック，シリンダヘッド，熱交換器，ロードホイールに長年アルミ

ニウム合金が使われているが、近年ではＥＶ化に伴い、航続距離をより長くするため、軽

量素材であるアルミニウム部品適用拡大への関心が高まっている。

    ・加えて骨格系部材のマルチマテリアル化が更に進むと考えられ、アルミニウム合金の需要

増加が予測される。マルチマテリアル化の実現には、鉄鋼やＣＦＲＰなど異種材間の接合

技術と異種金属接触腐食の防止が重要であり、機械的締結，溶融接合，固相接合といった

各種開発が積極的に行われている。

   ２）自動車におけるアルミニウムの使用部位

自動車における

アルミニウムの

使用部位

エンジン系 ・シリンダーヘッド   ・シリンダーブロック

・タイミングチェーンカバー ・ピストン

ボディ系 ・アルミハーネス ・アルミホイール

シャシー系 ・アルミキャリパー

・デファレンシャルキャリヤアッセンブリー

・クラッチハウジング

   ３）各カーメーカーにおけるアルミニウムの採用状況

    ＜トヨタ＞

    ・トヨタエスティマの２ＡＺ－ＦＥエンジンのシリンダーヘッドは熱伝導性に優れたアル

ミ合金製を採用している。部品点数の削減及び肉厚の薄型化により、軽量化を図っている。

    ＜三菱自動車＞

    ・三菱自動車では、２０１９年２月から新型デリカＤ：５を発売。２.２㍑コモンレール式

ＤＩ－Ｄクリーンディーゼルターボエンジン（４Ｎ１４型）を搭載している。ピストンは

軽量化と低フリクション化、燃焼室形状の変更を図っている。素材を高強度アルミニウム

合金とすることで、高温疲労強度を高め、コンプレッションハイトの低減やスカート面積

の縮小などで軽量化を図っている。

    ＜スズキ＞

    ・２０１１年１月全面改良のＭＲワゴンのＲ０６Ａエンジンにアルミ製シリンダーブロッ

クを採用している。
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